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１ はじめに 
  天草郡市中体研は、２０校・２５名の保健体育担当教師で構成され、小・中学校体育授業研究大会

や小・中学校体育実技研修会を柱に小体研と連携した活動を進めてきた。天草教育研究所体育部門と

郡市中体研の活動を平行しながら研究活動を推進している。 
 
２ 研究テーマ 
   
 
 
 
 

３ 研究組織 

  ＜天草教育研究所＞ 

   ○体育部門会長 （川﨑 卓中体研会長：阿村中） 

   ○体育部門副会長（平田 直小体研会長：佐伊津小） 

   ○体育部門研究委員 

   ・中体研理事（平田徳保：新和中）・中体研副理事（森 健一：牛深中） 

   ＜天草郡市中体研研究組織＞◎･･･チーフ 

会   長 川﨑 卓（阿村中） 

副 会 長  田中新作（大矢野中）桑野 和久（倉岳中） 

○授業研究部（授業研究会・体育実技講習会など）          

     ◎平田徳保（新和中）、梅北 勇樹（稜南中)、金子 大（稜南中） 

○評価研究部（評価規準・小中合同実技研修会など）       

◎矢住征規（苓北中）、永野 勝也（姫戸中）、大田 侑典（河浦中） 

 

４ 活動状況 

５／ ２ 第 1 回県評議員会及び第 1回県理事長会 

５／ ６ 第 1 回郡市評議員会及び第１回中体研総務理事会 

５／３０ 第２回郡市中体研総務理事会 

７／２９ 県中体研理事長会及び研修会 

８／２５ 第４回郡市中体研総務理事会（県中体研理事長会報道） 

１１／１５ 第２回天草郡市小中合同体育研究会（大会日程等の検討） 

１１／２５ 熊本県学校体育研究発表大会（７名参加） 

１２／２７ 小学校指導案検討（小中合同での検討会を実施） 

１／２７ 平成２８年度 天草教育研究所「体育部門」授業研究会 （２０名参加） 

     授業者：渕上 佑紀 学校：志岐小学校教諭 器械運動：マット運動 

２／１７ 第２回天草郡市評議員会（年間反省及び次年度への展望） 

天草郡市中体研 

研究主題 
「自ら運動の喜びや楽しさを求め、生涯にわたり健やかな心と体を育む 
保健体育授業の在り方を目指して」 
  ～できる、かかわる、伸びる楽しさを味わえる保健体育の授業づくりを通して～ 



５ 研究の概要 

 ＜平成３０年度 熊本県中学校保健体育研究発表大会天草大会に向けて＞ 
天草の実態を把握するために、平成２７年度・平成２８年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調

査を天草郡内全ての中学校からデータを収集し分析を行っている。「運動に対する意識」と「体力の

関係」や「体育の授業」についての関連性などクロス集計を行い、様々な視点から実態を把握し天草

の課題を絞り込む研究を行っている。また、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の報告書を読み込

み、データの活用方法や改善のためのアイデアを学び、研究構想に役立てたいと考えている。定期的

に同様の調査を行い、修正しながら研究の実践を積んでいきたい。 
＜平成２８年度 天草教育研究所「体育部門」授業研究会＞ 
 天草教育研究所の体育部門では、小学校と中学校の体育研究会を合同で運営しており、通常は交互

に授業研究会を行っている。（合同発表の年もある）本年度は小学校が担当の年で、５年生の器械運

動（マット運動）の授業研究会が実施された。小中合同で行うため、小学校から中学校への接続につ

いて連携を深めることができている。また、指導案の検討の段階から小中合同で行い、異校種ならで

はの幅広い視点から授業作りが行われている。発表会当日も、単元のゴールの設定の仕方や交流の場

を確保するための評価セッションの設定について議論がなされた。 
 
 
○ その他の研究活動 
（１）指導案検討会の実施                                          
（２）小体研との連携強化       
（３）熊本県版資料掲載「保健体育実技の本」「保健体育ﾉｰﾄ」の購入と活用を推進 
（４）天草保健体育サークルの推進                                              
・事務局：平田徳保（新和中）※メールで連絡                                 
・毎月２回（基本：第 1・3 水曜日）夏時間 20:00～冬時間 19:30～ 稜南中にて   
・内容（中体研活動、保健体育授業全般、指導案検討、体育的行事、部活動など） 

 

６ まとめ 

  本研究会では、平成３０年度の熊本県中学校保健体育研究発表大会天草大会の開催に向け準備を進

めている。次年度から研究実践に移るため、研究構想や研究組織作りなどの最終段階を調整している。

天草は小規模校が多く、学校によってはその年ごとに子ども達の実態が大きく異なることがあり、研

究仮設の設定に時間がかかっている。発表のための研究ではなく、研究の成果が誰にでも活用できる

ような発表会を目指している。この発表会をよい機会と捉え、天草の保健体育教師の技量が向上し、

天草の生徒がより豊かな授業を受け、将来につなげていくためにも、これからも「天草は一つ」を合

言葉に、保健体育担当者の授業に対する熱意を結集して、研究テーマを具現化できる授業づくりに取

り組んでいきたいと思う。 
 


